
 

新型コロナウイルス感染症対策に関する要望 

 

新型コロナウイルス感染症については、全国各地に感染が拡大し、市民生活、

地域経済及び教育など、様々な分野に多大な影響を及ぼしている。 

袖ケ浦市では、新型コロナウイルス感染症対策本部を立ち上げ、感染拡大防

止の対策を講じるとともに、本市独自の支援施策も進められているが、今後も

より一層市民及び事業者に寄り添い、不安解消やさらなる市独自支援施策の拡

充に努めるよう、次のとおり要望する。 

 

 

【行財政】 

○政策決定を迅速に行い、市民に対する支援のスピードアップを図ること。 

○市の役割を再確認し、市民に寄り添った支援策を講じること。 

○災害支援に特化した災害対策基金の創設を検討すること。 

○財政構造の見直しを図ること。 

○SDGs のコンセプトを尊重した支援を行うこと。 

 

【防災・支援物資】 

○感染症対策に必要なアルコール消毒液等物資の確保策を講じること。 

○企業等からの受援体制を構築すること。 

○複合災害への対応を検討し、適切に進めること。 

〇避難所の新しい生活様式、ソーシャルディスタンス、消毒液等を充実させる

こと。 

 

【広報】 

○妊婦へのマスク配布及び医療機関への防護服配布など、市が実施している支

援策のより一層の周知を図ること。 

○外国人に対する広報を充実すること。 

〇市、教育委員会からコロナ対策について、市民へ情報提供をすること。 



 

【福祉】 

〇フリーランス、アルバイトなど、影響を受けた低所得者に対する国民健康保

険税など税の猶予や補助を検討すること。 

〇ひとり親、低所得者への支援の方法が相談できる窓口を設置すること。 

〇児童虐待が潜在化している可能性があるため、早急に把握し対応を図ること。 

〇学生のアルバイト収入の減により、学業をあきらめないよう生活への支援を

すること。 

〇デイサービス利用自粛に伴う高齢者の運動能力・認知機能レベル低下につい

て、注意喚起すること。 

〇介護施設等、感染しない対策を支援すること。 

〇保育士等の勤務について、適正な運用となるよう現場判断だけでなく管理す

ること。 

○子育て世帯に対する食費の一律支援を行うこと。 

〇子育て世帯への臨時特別給付金の対象者年齢を拡充するなどの対策を講じ

ること。 

〇貧困世帯だけでなく、子育て世帯へ経済的支援を行うこと。 

 

【医療】 

〇予防接種の遅れは非常に高いリスクとなるため、適切な時期での実施を周知

すること。 

〇感染者の追跡情報（治癒・入院中）を提供すること。 

〇首長会に PCR 検査を受けやすい体制整備を要望すること。 

〇PCR 検査を簡単に受けられる場所について医師会に要請すること。 

〇除菌アルコール、マスクなど衛生用品の配布、もしくは入手が容易になる対

策をすること。 

〇コロナウイルス感染症にまつわる市民の心のケアの対策をすること。 

 

【教育】 

〇学校のマスク、消毒液を確保すること。 



 

〇学校でのオンライン授業を検討すること。 

〇奨学金を受けて返済している方への手当、生活・学業への支援策を講じるこ

と。 

〇学業が困難となった学生への奨学金を検討すること。 

〇自宅学習への支援をすること。 

 

【中小企業支援対策】 

〇飲食店に限らず、店舗を借りている個人事業主に家賃３か月分を補助し、持

ち家の事業主には、市内店舗の平均家賃分を補助すること。 

〇中小企業等への支援の中で、感染拡大防止に協力する飲食店等に対し１０万

円を支給するとあるが、飲食店に限らず、他業種へも支援を拡大すること。 

〇融資を必要としている個人事業主に対し市が融資を行うこと。 

〇飲食店でテイクアウトを購入する際に、その購入費用の一部を市が補助する

こと。 

〇市役所庁舎内において、事業者による飲食の販売を可能にすること。 

 

【公園】 

〇公園の遊具の使用について、心と体の健康のバランスを考慮し全て禁止せず、

利用規制を適切に行うこと。 

 


